
た
に
違

い
な

い
で
あ
ろ
う
。
父
三
郎
右
衛
門

（
桃
秋
）
、
伯
父
月
化
な
ど
が
、
深
く
俳

譜

に
親

し
ん
だ
人

で
あ

る
こ
と
も

、

こ

の
こ
と
せ

か
か
わ

っ
て

い
る
か
も

知
れ
な

い
。

と

こ
ろ
で
淡
窓

が
、
幼
時

よ
り

「
遊
戯

セ
シ
地
」
と

し
て
あ
げ

て

い
ぅ

の
が
、
ま
ず
大

原
山
八
幡
宮
と
城
内
観
音
閣

（
慈
眼
山
永
興
寺
）
、
そ
し
て
羽
野
妙
見

（
羽
野
天
神
）
で
あ

＼
ノ

つ
た
。
さ
ら
に
東
は
会
虞
宮
八
幡
、
本
宮
八
幡
、
そ
し
て
隈
川
の
南
で
は
越
原
観
音
、
鬼

城
観
音
、
普
門
寺
、
釜
淵
、
穴
平
、
護
願
寺
。
さ
ら
に
北
で
は
、
吹
上
観
音
、
岳
林
寺
等

々

で
あ

つ
た
。

こ
う

し
て
み

る
と
、

こ
れ
ら

の
す

べ
て
が
、
後

の
淡
窓
・
成
宜

園

の
放
学

・

▲
t
，

遊

山

の
主

た
る

目
的

地
と
な

つ
て

い
る

こ
と
が
分

か
る
。

要
す

る
に
淡

窓

は
、
自
ら

が

こ
よ
な
く
愛

し
た
日
田
の
自
然
と
名
所
・

旧
跡
に
門
下
生
た
ち
を
連
れ
出
し
、
あ
る
い

は
遊
ば

せ
た

の
で
あ

る
。

成
宜
園
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
で
は
別
府
大
学

の
協
力

の
も
と
、

こ
れ
ら
成
宜
園

の
師

弟

の
放
学
・

遊

山

の
場
と

な

つ
た
と

こ
ろ

に

つ
い
て
、
徹
底

し
た
現

地
調
査

を
行

い
、

そ

の
正
確
な
地
図
情
報
と
現
況
の
記
録
を
行

っ
た
。
そ
れ
は
、
成
宜
園

の
教
育
が
展
開

し
た
時
間

と
空
間
、

と
り
わ

け
塾
生

の
、

い
わ

ば

キ

ャ
ン
パ

ス
ラ
イ

フ
の
場

と
な

つ
た

空
間
を
歴
史
的
・
地
理
的
に
復
元
す
る
作
業
で
も
あ

つ
た
。

以
下
、
淡
窓

・
成
宜

園

の
放
学
・
遊

山

の
目
的
地

と
な

つ
た
と

こ
ろ

に

つ
い
て
、
成

宜
園
・
鹿
瀬
家

の
あ
る
豆
田
と
堀

田
村

の
地
を
中
心
に
、

こ
こ
か
ら
東
西
南
北

の
四
方

に
向

か
う
と

い
う
形

で
見

て
ゆ
き
た

い
。

羽
野
天
満
宮

（
図
1
・

1
）

ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
が
羽
野
天
満
宮
と
そ
の
背
後
に
ひ
ろ
が
る
山
田
原
の
台
地
で
あ

る
。
羽
野
天
満
宮
は
淡
窓

の
自
伝
や
「
日
記
」
で
は
「
羽
野
金
毘
羅
ノ
嗣
」「
羽
野
妙
見
」

l

北
部
・

花
月
川
以
北

ま
ず
は
豆
田
の
北
を
東
西
に
流
れ
る
花
月
川
以
北

の
地
区
で
あ
る
。
こ
の
地
域
に
は
、

日
田
盆
地

の
北
を
限
る
よ
う
に
吹
上
・
友

田
の
台
地
の
ほ
か
山
田
原
、
小
迫
原
、
天
神

原

（
宮

の
原
）
等

の
台

地
が

展
開
す

る
。

そ

し
て

こ
こ
に
は
、

豆
田

の
町
と
橋

ひ
と

つ

隔
て
た
と

こ
ろ
に
永
山
城
、
そ
し
て
永
山
布
政
所
が
あ
る
。
こ
の
永
山
城
・

布
政
所
も

放
学
・

遊
山
と

の
か
か
わ
り
で
重
要
な
場
所
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
後
述
す
る
と
し
て
、

以
下

そ

の
周

辺
に
足
を

延
ば

し
た

い
。

「
羽
野
菅
相
寺
」
な
ど
と
し
て
現
れ
る
。

羽
野
天
満
宮
は
日
田
市
天
神
町
、
現
在

の
国
道

二

一
二
号
沿
い
、
大
分
自
動
車
道

の
高
架
下
を
く

ぐ

つ
た

と

こ
ろ

で
、
左

手
に

ひ
ろ
が

る
通
称

山

田

原
の
東
斜
面
に
あ
る
。

羽
野
天
満
宮

に
伝
わ

る
「
羽
野
天
満
宮
略
記
」

等
に
よ
れ
ば
、
同
天
満
宮
は
天
暦
六
年
（
九
五
二
）
、

菅
原
道
真

の
甥
菅
原
貞
光
が
筑
紫
下
向
の
折
、
道

真
公
の
霊
示
を
う
け
て
公
よ
り
伝
わ

つ
た
法
華
経

と
地
蔵
経
と
を
御
神
体
に
し
て
創
建

し
た
と
伝
え

ら
れ

る
。
周
知

の
よ
う
に
日
田
の
地
に
は
数
多
く

天
満
宮

が
祀
ら

れ

て
い
る
が
、

そ

の
中

で
も
羽

野

天
満
宮

は
最

も
古

い
も

の
の
ひ
と

つ
で
あ
り
、
代

官
所

か
ら

も
近

い
こ
と

も
あ

つ
て
、
、

歴
代

代

官

の
尊
信
を
集
め
て
き
た
神
社
で
あ
る
。

神
社
境
内

の
中
心

に
あ

る
拝
殿

は
安
永
七
年

（

一
七
七
八

）
、

日
田
代
官
所
役
人
大
塚
伸
右
衛

門

の
寄
進
と
さ
れ
、
格
天
井
の
小
間
絵
、
三
十
六

歌
仙
な
ど
の
絵
馬
が
あ
る
。

そ

の
周
辺

に
は
多

く

の
石
造
物

が
あ

る
。

こ

の

う
ち
、
拝
殿

へ
の
石
段
に
下
に
立

つ
鳥
居
は
元
和

5

八
年
（

一
六
一

一
）
、
丸
山
城
主
石
川
主
殿
頭
忠

総

の
寄
進
と

い
う
。
ま
た
参
道
左
右
に
建

つ
全
十

基

の
石
灯
寵

の
中
に
は
、
右

の
拝
殿
と
同
年

の
も

羽野天瀞宮

ー

弓
蟄

一l
■

A
T

ヰ

そ

小


